
芸文センターに鳴りひびく津軽三味線 

2011 年 07 月 28 日 

はじめてブログを書きます。 

新人学芸員２号です。 

５月の記事でもう一人の新人学芸員が「まもなく登場予定」と紹介してからはや２ヶ月が経とうかという時期にな

りました。 

ご挨拶が遅くなってしまいました。 

実は今回の「棟方志功 祈りと旅」展の担当の一人でありまして、７月１６日のギャラリートークにお越しいただい

た方にはご挨拶させていただきました。 

お越しいただきました皆様に感謝いたします。 

現在は展覧会の他に、所蔵作品の貸出などを担当しております。 

今後ともよろしくお願いします。 

さて、７月１６日に「棟方志功 祈りと旅」展の関連イベントである津軽三味線KUNI-KENチャリティーライブを開催

しました。 

演奏していただいた KUNI-KEN は三重県の四日市市出身の津軽三味線ユニットで、ご兄弟で活動されています。 

今回のライブに関しては急なお願いにもかかわらず、快くご承諾いただきました。ありがとうございました。 

当日のライブはたくさんの方にお越しいただき、盛況のうちに幕を閉じました。 



 ↑ 会場は芸文センターの大ホール前。たくさんの方にお集まりいただきました。  

津軽三味線とロックを融合した曲も演奏され、会場は大いに盛り上がりました！ 



↑ まるでロック・ミュージシャンのようなステージ！ 

最後は「津軽じょんがら節」で締めくくり。 

↑ 「津軽じょんがら節」の演奏は緊張感たっぷり。 



 ライブ後、KUNI-KENのお二人にはＣＤをご購入いただいた方へサインをしていただきました。 

↑ お客様一人一人のために丁寧にサインをしてくださった KUNI-KEN さん。 

今回のライブはチャリティーライブとして開催し、皆様に義援金のご協力をお願いしました。 

KUNI-KENのお二人からもお声がけいただき、たくさんの義援金をお寄せいただきました。会場に来てくださった

皆様に感謝いたします。 

ありがとうございました。 

（Y.H.） 


